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hammer 理論の結果との比較により，本システムは誤差 10 ms 以内の精度で血圧と血流の同時解析
が可能であることが示された．本システムによりヒト左総頚動脈の血圧と血流の同時解析を行なって，





















図 2 左: (a)心電図，(b)圧力，(c)圧力の微分，(d)上流端流速，(e)上流端流速の微分，(f)空間平均WSS， 

















となる 2 次元超音波計測融合(2D-UMI)血流解析システムを開発した．第 3 章では，光電容積脈波セ
ンサと 2D-UMIシミュレーションによる血圧と血流の同時解析が可能なシステムを構築し，頚動脈に
おける解析を行って Wave Intensity(WI)により特定された進行波と後退波に対応する時相における
血流場の特徴を明らかにした．第 4章では，光電容積脈波センサの代わりに超音波Bモード画像を用
いて，血圧波形を再現する，超音波診断装置と 2D-UMIシミュレーションによる簡易な血圧と血流の
 
 4 
同時解析システムを開発した． 
本論文において，動脈硬化の初生および進展と血行力学の関係を，血管内を伝搬する進行波と後退
波に対応する位相を有する血圧場と血流場が血管内皮細胞に与える影響の面から解析可能な血圧と血
流の同時解析システムが開発され，その有効性が示された． 
 
